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国際交流活動スケジュール：２０１５年４月～２０１６年３月

２０１５年度　国際交流活動予定について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２０１５年度も、様々な国際交流活動が予定されています。積極的に参　　　　　　　　
加をして、より多くのことを経験していきましょう。これから随時、説
明会や募集の案内をしますので、詳細をご確認ください。また、不安に
思うことやご不明な点がありましたら、いつでも国際交流スタッフまで
お声がけください。宜しくお願い致します。

時期 校種 プログラム

4月 ⾼高等部 グローバル教育オリエンテーション［S１参加］

4月～ 中等部 カナダ事前研修（カナダ概論論、コミュニケーション学習）［J３参加］

5月 ⾼高等部 インドネシアSAIM⾼高校１⽇日受け⼊入れ

6月 中等部 ハワイ研修旅⾏行行［S２参加］

7月 ⾼高等部 ドイツ短期留留学訪問［S２参加］

7月 中等部  
⾼高等部 台湾短期交換留留学受け⼊入れ・交流流  ［J２,S１参加］

7月 ⾼高等部 ⼜又松⼤大学⽣生受け⼊入れ・交流流 　

8月 ⾼高等部 夏期イギリス研修［S1,S2参加］

10月 中等部 カナダ研修旅⾏行行［J３参加］

10月 中等部 English  Day（外国⼈人講師による英語表現活動）［J1,J2参加］

11月 ⾼高等部 「EUがあなたの学校にやってくる」［S1,S2参加］

11月 ⾼高等部 シンガポール（Hwa  Chong  Institution）短期交換留留学 　⽣生徒受け⼊入れ・交流流［S2参加］

1月 中等部  
⾼高等部 豪州政府派遣教員団受け⼊入れ・交流流

3月 中等部  
⾼高等部

台湾短期交換留留学［J２,S１参加］ 　  
シンガポール（Hwa  Chong  Institution）短期交換留留学渡航［S2参加］



　

中等部２年生　台湾短期交換留学　：２０１５年３月２１日～２７日
　中等部2年生の３名が交換留学プログラムのため、２０１５年３月２１日から２７日までの７日間台湾へ行ってき
ました。２０１４年７月に台湾の学生の受け入れを行い、２０１５年３月には国立台湾師範大学付属高級中学国中
部に訪問し、お互いに交友を深めることができました。

⑥　フェアウェルパーティー 
　最終日は、学校でフェアウェルパーティーが開かれました。「あっという間で、
今日が最後とは思えない」という程、みんな最終日を名残惜しそうにしていました。
今回の交換留学プログラムを通して、日本と台湾の文化や教育方法、家庭での様子、
歴史や食べ物等の違いを感じ取ることができ、大変貴重な体験となりました。

国際活動に積極的に参加し、交流を通して自分の視野を広げましょう！ 
以下の資料を配布しています。参加希望者は、締切日までに参加希望表を担任に提出してください。 

①台湾短期交換留学…中等部（J２）：４月１８日（土）、高等部（S１）：４月２５日（土） 
②夏期イギリス研修…５月７日（木） 
③シンガポール（Hwa Chong Institution）短期交換留学…５月１５日（金）

　　　　　⑤　龍山寺と剥皮寮歴史区へ観光 
　この日はあいにくの雨でしたが、壮厳な雰囲気を残しながらも、色鮮やかな龍山寺
の観光に出かけました。剥皮寮歴史街区では、日本統治時代の学校の様子等が再現さ
れており、また新たに台湾の歴史について理解を深めることができました。

②　国立故宮博物院 
　校長先生やクラスメイト、ホスト生、訪問学校の校長先生と挨拶をした後は、バ
スに乗って国立故宮博物院を訪れました。古代から集められた美術品が所蔵されて
いる博物院で展示を鑑賞することができ、歴史的な背景を学ぶことができました。

①　朝礼でプレゼンテーション 
　約７５０名の全校生徒の前で、「関大中等部の生活、日本の食べ物、使える日本
語」について発表をしました。さらに、コマ、剣道、茶道、ダンスといったパフォー
マンスも披露し、最後までとても堂々とした様子でプレゼンテーションをすること
ができました。

③　淡水ストリート観光 
　午前中の授業を終えると、淡水ストリートに出掛け、紅毛城や真理大学を見学し
ました。街並みからも様々な国や地域による統治時代の名残が感じられ、台湾の歴
史を考える良い機会となりました。

④　中国語講座の授業 
　中国語講座では、自己紹介と簡単な会話文について学習し、発表練習をしました。
その後、クラスメイトの前で中国語を披露すると、歓声と拍手を受けました。中国
語で会話をすることで、より交流を深める様子が伺えました。

今後の国際交流


